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Digitable 基礎講座 2012　第 3 回
トーンカーブと色調の調整：高木大輔講師
■印刷向けのスポイトを使用したレベル補正方法

「レベル補正」および「トーンカーブ」では、メニュー右
下の 3 つのスポイトで、画像のハイライト、シャドウポイ
ント、およびグレーバランスを設定できる。従来からの商
業印刷技術上のセオリーでは、ハイライト、シャドウポイ
ントをそれぞれ（RGB とも 245/15）程度に設定するのが「印
刷上の安全圏」といわれていた。真ん中のグレースポイト
は、なるべく中間域で適切な「本来のグレー」を見つける
ことが重要だ。
■基準点の見つけにくい場合のホワイトバランス調整作業
タングステン光や古いカメラの設定ののような場合は各
チャンネルを手作業で操作する方法が確実だ。情報パレッ
トで各チャンネルのヒストグラムを表示し、そのヒストグ
ラム領域が相似するように操作するとカラーバランスが
整ってくるのが分かる。ホワイトバランスの調整は各チャ
ンネルのレンジを揃える作業が原則だ。
■レイヤー効果を利用した調整作業
レイヤー効果 の中にある 「ブレンド条件 」とは、本来は重
なったレイヤーの表示方法を、チャンネル（カラー情報チャ
ンネルのみ）を使って指定する機能だが、たとえば、アク
ティブレイヤー（今、選択している調整レイヤー）の情報
に基づき、シャドウ寄り以外の情報を除外して、下のレイ
ヤーと合成表示するといったことができる。
この「レイヤー効果」を利用すれば、例えば暗部の領域だ
けに、極端に強い補正をかけることも可能になるし、コツ
をつかめば、類似の画像にも充分に応用が利く。
このような手法は調整レイヤーならではで、いくら “潜在
能力のある” RAW 画像でも不可能なことだろう。
今後もこのような（調整）レイヤーを駆使した手法の研究
を取り上げて、調整の幅を広げ画像処理の「楽しさ」を存
分に体験していただきたいと考えている。
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Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

基準点のポイントの見
つけにくい画像は手作
業で

スタジオ撮影でのスポイトを使用した調整ポイント

①

③

②

レイヤー効果を利用したシャドウ補正、類似コマに応用出来る



参加者全員による “ライト二ングトーク”
（各自持ち時間 5 分）

T 講師：自社ホームページを使い事業のコンテンツの紹介
TE 会員：5D Ⅲによる HDR 合成、協会写真集、修学旅行等
IS 会員：ブルーレイディスクとテレビ録画の活用法
AY 会員：カラーチャートをメーカー毎に詳細に出力比較
IF 会員：5 月の奥只見への撮影行　新緑と只見線が印象的
EY 会員：鳥羽での海女の動画作品　動画作品とは言え、流
　　　　れの中で印象づけるには静止画の方が強いという
SY 会員：新しい “ユーザエクスペリエンス” の概念を紹介
ST 会員：カンボジア、京都の撮影行報告　RAW にも着手
KM 会員：写真展用に筑波山の撮りおろしを開始　初回報告
YA 会員：いよいよ Jasmine の作品を披露　＆撮影会情報
H 講師：Michael Kenna の変わった写真集 “IN HOKKAIDO”
…
********************************************************
Photoshop 研究講座　平野正志　講師

「和紙写真集」○制作の手順
①写真を選択し、RAW 画像をカラー画像として現像する
②背景のコピーレイヤーを作り、さらにフォトショップで
RAW 現像で不満の残る部分の調整
③調整レイヤー白黒で、モノクロ画像に変換。フォトショッ
プのほかにシルバーエフェックスでの作業もよし。この場
合にもレイヤーが出来上がる
④レンズ補正で周辺光量の調整。背景のコピーレイヤーで
焼きこみのように、必要な場合には焼きこみ、覆い焼き等。
⑤トーンカーブでコントラストをつける

（カラー画像変換のままではややコントラストに不満）
⑥和紙印刷用トーンカーブ。調整レイヤー・トーンカーブ
で全体に明度を上げ、特に暗部をやや明るめに調整する和
紙の銘柄や用紙によって結果が違うため、テスト印刷は欠
かせない
⑦レンズフィルター、暖色系をレイヤーでかける
20-40％の適応量でレイヤーを作り、このレイヤーをそのま
まほかの写真へとコピーする
⑧ページ順に並べ替え、ファイル名をページに変更
⑨印刷設定でサイズを決定
⑩綴じ代のため中央を外し左を空ける
⑪必要部数 20 部の印刷
⑫表紙・奥付を製作。A3 を二つ折りの半分で A5 とする
⑬ページをそろえ穴あける
⑭糸綴じでくくる
⑮断裁器で両サイドをカットして仕上げ
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本としての体裁を整え、ページを構成する
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それぞれの画像に同様な作業を施す。

モノクロ変換、レンズ補正、レンズフィ

ルター、和紙印刷用トーンカーブ調整、

などの作業を行いカラー画像をモノクロ

化する。

用紙によっても印刷結果が異なるが、画

像の濃度や絵柄によって大きく印刷結果

が異なるため、カラーフィルターの濃度、

印刷用トーンカーブの調整などを微妙に

調整する。

必要な場合には別に調整レイヤーを使用

する場合もある。特に画像内の濃度の濃

い部分はインクの染み込みが大きいの

か、つぶれやすいので、注意しながらテ

スト印刷してよりよい結果を求める。

≪本としての体裁を整える≫

一先ず画像の調整を終えたら、タイトルページや、署名、ポートフォリオＮｏ、コピーライトなどの文字情報をレイ

アウトして表紙ページから写真が始まる前までのページを構成する。　

今回は春に至るまでの写真として、はじめに撮影した山頂での冬景色、雪の写真をまず数枚並べ、その後に春の写真、

日本海の春と並べることにして、写真の区切りに「名残の雪」「春の訪れ」のタイトルを入れ主題のページと区切る

ことにした。

それぞれの写真の説明も各写真の裏に文章で加えることにして、見開きページで解説になるようにした。

写真説明の部分の文字印刷は写真を印刷した後、改めて裏面に印刷する。見開きでの説明になるように次のページの

説明を前ページの写真の裏に印刷した。

最後にあとがきの文章を書き、サムネール欄に画像データの撮影記録も加える。サムネールはあえてモノクロではな

く元画像のカラー画像をそのまま載せ、元がカラーデータであることを意識した。

一番最後のページは奥付、制作時期は 5

月初旬だが、余裕を見て６月１に制作と

する。今回は20部を印刷する事として、

すべてのページを 20枚ずつ印刷した。

印刷では綴じ代を見て、中央から右に

寄せて（2センチ右に）印刷する。

プリンターの印刷設定画面でプレ

ビューを表示して画像サイズと、左か

らの距離を入力し、常に同じ位置、同

じ大きさに写真が印刷されるように調

整する。

同じカメラでの撮影なので、横幅を指

定すると（３０％）全体の大きさはそ

ろう。厳密には画像サイズを解像度で

調整した方が良いだろう。

調整済み画像のサムネール表示
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今月の 1 枚：日本建築写真家協会 10 周年写真集
＠ 1800 部数限定、お早めにどうぞ！（多田会員）　 ページをそろえ穴あけ、糸綴じでくくる
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次に表紙を制作することとする。通常はＡ３伸びの写真用紙を使用したり、大きめの４×６判の画材用紙などで

作るが、今回は使用する用紙が和紙なのだからやはり表紙も和紙を使用したいと考える。綴じ方も含めてどうす

るかを検討した。

表紙はＡ３用紙を二つ折りしてカットすればよいようにして、A3に２冊分の表紙と、奥付をそれぞれ別々に印

刷する、印刷後二つ折りしてカットしてＡ５にする。表紙のデザインを考えＡ５で作った表紙や奥付部分をＡ３

にレイアウトする。

印刷後は製本となるが、いつも通りのホチキス製本ではなく , やはり和紙ということで、糸綴じで和綴じのよう

な製本にしようと考える。

今回のポートフォリオは２０部作ることとして、写真・文章共に各ペー

ジを２０枚ずつ印刷する。

出来上がったページの順番をそろえ、重ねてゆく。写真のページ、文

章のページそれぞれを印刷し合わせ一冊分とする。

厚手の冊子を作る場合のために、用紙をそろえて固定する簡単な装置

を作ってあるので（左図の木枠）それを使用して。ドリルで糸を通す

部分の穴を開ける。

木枠は幅の「抑えの枠」（奥の板）と「紙を上から押さえる枠」（手前

の板）の二つからなり、ボルトで固定するようにしてある。ある程度

のサイズ調整ができるように幅抑えの枠（奥の板）は押さえが多少動

くように作ってある。基本的には A5と A4 の用紙に対応するように

ボルトを外して付け変える事が出来る。

紙を押さえて穴を開けた後、糸を通して結んでゆく。

上記の装置で穴を開けたページを、ずれないようにそのま

ま穴がはみ出すようにしてはさみ直し、ボルトで押さえた

ら、端から糸綴じしてゆく。正式な和とじの糸掛の方法は

分からないが、端から糸を通し順に結んで、最後に初めに

戻って初めの糸と結ぶようにした。
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